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設立趣意書抜粋（地区の特性等） 
（新たな地域コミュニティの取り組みを進める社会的背景）

海岸地区は、海に面した地域性からマリンスポーツ文化が根付き、明治中期以降の別荘地とし

ての歴史を背景に、市内にとどまらず、多くの人から閑静な住宅地として人気を集めている。そ

のような中、海岸地区は１３の自治会を中心に、福祉、青少年育成、防災、環境保全といった様々

な分野で多くの団体が活動し、地域生活を支えてきた。

しかし、情報化社会の発展やそれに伴う生活様式の変化により、地域にとらわれない大きな範

囲でのつながりが可能となり、コミュニティの基盤となる地域への関心、連帯感が薄れてきてい

る。また、各団体の取り組みも専門性が高く、地域課題に対し個別に対応する状況となっている。

一方で、高齢者や子どもの見守りなど、地域全体で協力して取り組まなければならない事柄は増

加傾向にあり、従来自治会が中心となり担ってきた、あらゆる世代がつながり支え合うまちづく

りを継続、発展させていくためには、地域住民や地域で活動する各種団体が積極的に連携し、協

力していく必要性が高まっている。

（海岸地区で新たな地域コミュニティの取り組みを進める理由）

多くの方に愛されている海を大切にし、自然と文化が共存する海岸地区であり続けるためには、

今まで以上に地域の団体や住民が身近な問題について気軽に話し合い、顔の見える関係づくりや

住民相互の連携を図り、「共助」の力を強くしていかなければならない。また、従来自治会が担っ

てきた地域におけるコーディネート機能をさらに高め、地域横断的な取り組みを進めることが必

要となることから、地域と市とが密接に連携・協力し、多くの住民で地域の情報を共有し、課題

を発見し、その課題を解決していくため、新たな地域コミュニティの形成を図ることとした。

（海岸地区での新たな地域コミュニティの取り組みを進める目的）

(1) 協議の場

地域住民と市が協働して、地域の様々な立場の方々が、自分たちの地域について話し合い、

地域の課題を共有し、協議をする。

(2) まちぢからの醸成

地域の課題を解決するために必要なサービスや事業を、地域が市と協働して実行することに

より、地域で活動している多様な担い手の連携を推進する。また、地域住民の地域活動への新た

な参画を促進し、地域活動を活性化し、まちぢからを高める。

(3) 自助・共助・公助のまちづくり

活力のある地域社会を持続可能なものとしていくため、地域と市がそれぞれの責任の下で役

割を担い、日常の問題を解決する環境づくりを進めることで地域における支え合いのカタチを再

構築し、共助の拡大につなげる。

(4) 地域住民主体の市政

地域の事情を踏まえ、地域住民と市が協働して、地域の多様な方々が協議することにより、

地域で何を優先して実施すべきかの選択が行えるようになり、地域が優先すべき地域課題に予

算・設備を効果的に活用し、事業展開ができるようにする。



認定基準確認表 

海岸地区まちぢから協議会 

認 定 基 準 

（地域コミュニティの認定等に関する条例第２条） 
基準への適合状況（申請時） 基準への適合状況（Ｒ６年度） 

(1) 

申請書に、主として活動する区域が記載されて

いるか。 

申請書に活動区域の記載あり。 

申請団体の規約に、主として活動する区域が規

定されているか。 

規約第２条に市長が告示する海岸地区を協議会の活動

区域とする旨規定あり。 

・申請時と同様で変更無し。

規約に規定された主として活動する区域が、市

長の告示する区域と合致しているか。 

市長が告示する区域である、審議会ファイル「別図４」

と規約第２条における協議会の活動区域が合致。 

・申請時と同様で変更無し。

(2) 

申請団体の規約に、申請団体の構成員として、

当該活動区域に有する、市長に届け出た全ての

自治会（以下「全ての自治会」という。）が規

定されているか。 

規約第５条（１）に「海岸地区に属する各単位自治会

の代表」が委員である旨記載あり。 

・申請時と同様で変更無し。

申請団体が作成した構成員の一覧を記載した

書類により、全ての自治会が構成員であること

が明確であるか。 

市長に届け出た自治会は「地区別単位自治会の名称」

のとおり１３自治会あり、名簿に、「地区別単位自治会

の名称」に記載されている全ての自治会名が記載され

ている。 

・申請時と同様で変更無し。

(3) 

申請団体の規約に、申請団体の構成員として、

茅ヶ崎市地域コミュニティの認定等に関する

条例施行規則第３条第１項各号に規定された

団体が規定されているか。 

規約第５条（２）～（９)に規定あり。（（７）を除く。） 

◆地域福祉の推進を主たる目的とするコミュニティ

（２）海岸地区社会福祉協議会の代表 

（３）海岸地区民生委員児童委員協議会の代表 

（８）地域包括支援センターあいの代表 

（９）ボランティアセンター海岸の代表 

◆文化、芸術又はスポーツの振興を主たる目的とする

コミュニティ

（６）東海岸体育振興会の代表 

◆児童又は青少年の健全な育成を主たる目的とするコ

ミュニティ

（４）茅ヶ崎小学校区青少年育成推進協議会の代表 

（５）東海岸小学校区青少年育成推進協議会の代表 

・申請時と同様で変更無し。

申請団体が作成した構成員の一覧を記載した

書類により、前項の団体が構成員であることが

明確であるか。 

名簿に、「規約第５条（２）～（９）（（７）を除く。）」

に規定される団体名が記載されている。 

・申請時と同様で変更無し。

(4) 

申請団体の規約に、公募により選出される構成

員について規定されているか。 

規約第５条（１０）に規定あり。 ・申請時と同様で規程に変更無し。

(5) 

申請団体の規約に、申請団体の活動又は事業に

活動区域の誰もが参加できることが規定され

ているか。 

規約第９条、第２１条～第２５条に部会の規定あり。 ・申請時と同様で変更無し。

(6) 

申請団体の規約に、運営が民主的に行われる仕

組みが規定されているか。 

規約第９条第２項及び第３項に過半数の出席、多数決

といった意思決定の方法が規定されている。 

・申請時と同様で変更無し。

(7) 

申請団体に関する、目的、名称、主として活動

する区域、主たる事務所の所在地、代表者に関

する事項、会議に関する事項が規定された規約

があるか。 

規約第１条に名称及び事務所の所在地、第２条に主と

して活動する区域、第３条に目的、第８条に代表者に

関する事項、第９条に会議に関する事項が規定されて

いる。 

・申請時と同様で変更無し。

(8) 

申請団体の規約に、営利的活動、宗教的活動、

政治的活動を主たる目的とする事業が行われ

ないことが読み取れるか。 

・別紙事業報告書のとおり、規約第 3 条に規定さ

れた目的達成に関する事業のみを行っている。 
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海岸地区まちぢから協議会 規約 

目次 

第１条 名称 

第２条 区域 

第３条 目的 

第４条 事業 

第５条 委員 

第６条 役員 

第７条 役員の任期 

第８条 役員の任務 

第９条 会議 

第１０条 総会 

第１１条 総会の種別 

第１２条 総会の招集 

第１３条 総会の議決事項 

第１４条 総会の議事録 

第１５条 運営委員会 

第１６条 運営委員会の招集 

第１７条 運営委員会の決定事項 

第１８条 役員会 

第１９条 役員会の招集 

第２０条 役員会の所掌事項 

第２１条 部会 

第２２条 部会長及び副部会長の任務 

第２３条 部会長及び副部会長の任期 

第２４条 部会の招集 

第２５条 部会の協議事項 

第２６条 海岸地区コミュニティセンターの管理運営 

第２７条 事務局 

第２８条 事業及び会計年度 

第２９条 経費 

第３０条 住民等からの意見等の取り扱い 

第３１条 必要事項 
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（名称及び所在地） 

第１条 本会は、海岸地区まちぢから協議会と称し、その所在地を海岸地区コミュニティセンター  

（東海岸北５－１６－２０）とする。 

（区域） 

第２条 本会の活動区域は市長が告示する海岸地区（以下「海岸地区」という。）とする。 

（目的） 

第３条 本会は、住みよい地域社会の構築のため、地域課題を把握・協議し、市と協働して、自主

的・主体的に課題解決に向けた地域活動を行うことを目的とする。 

（事業） 

第４条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

(1) 住民相互及び各種団体の連携促進に関すること。

(2) 住民参画の促進及び団体活動の活性化に関すること。

(3) 地域課題を共有し、課題解決のための検討、提案及び事業の実施に関すること。

(4) 地域のあり方や目指すべき方向性の検討に関すること。

(5) 海岸地区コミュニティセンターの管理運営に関すること。

(6) その他前条の目的を達成するために必要な事項に関すること。

（委員） 

第５条 本会の委員は、次に掲げるものとする。 

(1) 海岸地区に属する各単位自治会の代表

(2) 海岸地区社会福祉協議会の代表

(3) 海岸地区民生委員児童委員協議会の代表

(4) 茅ヶ崎小学校区青少年育成推進協議会の代表

(5) 東海岸小学校区青少年育成推進協議会の代表

(6) 海岸地区体育振興会の代表

(7) 海岸地区コミュニティセンター管理委員会の代表

(8) 地域包括支援センターあいの代表

(9) ボランティアセンター海岸の代表

(10) 公募による者

(11) 本会が推薦する者

２ 委員の任期は２年とする。ただし、総会の決議によってその任期を短縮することを妨げない。 

３ 委員は再任を妨げない。 

４ 委員の定数は、３０名以内とする。 

５ 欠員による補充委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

６ 委員は、辞任又は任期満了の後においても、後任者が就任するまでは、委員として職務を行わなけ

ればならない。 
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（役員） 

第６条 本会に次の役員を置くものとする。 

(1) 会長    １名 

(2) 副会長   ２名 

(3) 書記    １名 

(4) 会計    １名 

(5) 監事    ２名 

２ 前項の役員は、総会において、委員の中から選任する。 

（役員の任期） 

第７条 役員の任期は２年とする。ただし、総会の決議によって、その任期を短縮することを妨げない。 

２ 補欠により選任された役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 役員は再任を妨げない。 

４ 役員は、辞任又は任期満了の後においても、後任者が就任するまでは、役員として職務を行わなけ

ればならない。 

（役員の任務） 

第８条 役員の任務は、次のとおりとする。 

(1) 会長は、本会を代表し、会務を統括する。

(2) 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときには、その職務を代理する。

(3) 書記は、事務局を統括する。

(4) 会計は、本会の運営及び活動に関する経理事務を行う。

(5) 監事は、本会の会計事務及び業務執行について監査を行い、毎年定期総会に報告する。会計事務

及び業務執行について不整の事実を発見し、総会に報告の必要があると認めるときは、臨時総会の

開催を請求する。 

（会議） 

第９条 本会の会議は、総会、運営委員会、役員会及び部会とする。 

２ 会議は、各会議を構成する者の過半数の出席により成立する。ただし、総会については委員のうち、

委任状の提出をもって出席とみなすことができる。 

３ 会議の議事は、出席者の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するところによる。 

４ 前２項の規定は、総会、運営委員会及び役員会に適用するものとし、部会については部会長に対応

を委ねるものとする。 

５ 会議には、各会議を構成する者以外の者に出席をもとめ、意見を聞くことができる。 

（総会） 

第１０条 総会は、委員をもって構成する。 

２ 総会の議長は、その総会において、出席した委員の中から選出する。 

（総会の種別） 

第１１条 総会は、定期総会及び臨時総会とする。 

２ 定期総会は、年度当初に開催する。 

３ 臨時総会は、会長が必要と認めたとき、総会を構成する者の３分の１以上から会議の目的たる事項

を示して請求があったとき及び第８条第５号の規定により監事から請求があったときに開催する。 
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（総会の招集） 

第１２条 総会は、会長が招集する。 

２ 総会を招集するときは、委員に対し、会議の目的、内容、日時及び場所を示して会議の１５日前ま

でに通知しなければならない。 

（総会の議決事項） 

第１３条 総会は、次に掲げる事項を決定する。 

(1) 本会の事業報告及び決算に関すること。

(2) 本会の事業計画及び予算に関すること。

(3) 本会の役員の選任及び解任に関すること。

(4) 規約の制定及び改廃に関すること。

(5) その他本会の組織及び運営方針に関すること。

（総会の議事録） 

第１４条 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。 

(1) 日時及び場所

(2) 委員の現在数及び出席者数（委任状を提出した委員も含む。）

(3) 開催目的、協議事項及び議決事項

(4) 議事の経過の概要及びその結果

(5) 議事録署名人の選任に関する事項

２ 議事録には、議長及びその総会において選任された議事録署名人２名以上の署名押印をしなければ

ならない。 

（運営委員会） 

第１５条 運営委員会は、委員をもって構成する。 

２ 運営委員会の議長は、本会の会長が就く。 

（運営委員会の招集） 

第１６条 運営委員会は、会長が必要と認めたときに招集する。 

（運営委員会の決定事項） 

第１７条 運営委員会は、本会の事業や地域課題を協議し、次の事項を決定する。 

(1) 本会の委員等の入会又は退会に関すること。

(2) 本会の公募による委員の募集に関すること。

(3) 部会の設置及び廃止に関すること。

(4) 各部会長の選任及び解任に関すること。

(5) 各部会が協議した事項に関すること。

(6) 各部会間及び各種団体間の連絡調整に関すること。

(7) 本会に寄せられた意見及び提案事項に関すること。

(8) 住民への周知に関すること。

(9) その他委員から提案された事項に関すること。

5



（役員会） 

第１８条 役員会は、役員をもって構成する。 

２ 役員会の議長は、本会の会長が就く。 

（役員会の招集） 

第１９条 役員会は、会長が必要と認めたときに招集する。 

（役員会の所掌事項） 

第２０条 役員会は、次の事項を所掌する。 

(1) 総会及び運営委員会に付議する事項に関すること。

(2) 総会及び運営委員会において決定された事項のうち、本会全体に係るものの執行に関すること。 

(3) その他総会及び運営委員会の決定を要しない会務の執行に関すること。

（部会） 

第２１条 部会は、部会員をもって構成する。 

２ 部会に、部会長及び副部会長を置く。 

３ 部会長は、委員から選任する。 

４ 部会員は、当該部会への参画の意志があるものとする。 

５ 副部会長は、その部会において部会員の中から互選により選出する。 

６ 部会の議長は、部会長が就く。 

（部会長及び副部会長の任務） 

第２２条 部会長及び副部会長の任務は、次のとおりとする。 

(1) 部会長は、担当部会を代表し、部会の運営を総括する。

(2) 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるときには、その職務を代理する。

（部会長及び副部会長の任期） 

第２３条 部会長及び副部会長の任期は２年とする。ただし、運営委員会の決議によってその任期を短

縮することを妨げない。 

２ 補欠により選任された部会長及び副部会長の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 部会長及び副部会長は再任を妨げない。 

４ 部会長及び副部会長は、辞任又は任期満了の後においても、後任者が就任するまでは、部会長及び

副部会長としてその職務を行わなければならない。 

（部会の招集） 

第２４条 部会は、部会長が必要と認めたときに招集する。 

（部会の協議事項） 

第２５条 部会は、所掌する事項について調査・審議する。 

２ 部会名及び所掌する事項は、別に定める。 

（海岸地区コミュニティセンターの管理運営） 

第２６条 本会の中に海岸地区コミュニティセンター管理委員会を設ける。 

２ 海岸地区コミュニティセンター管理委員会は、海岸地区コミュニティセンターの管理運営を行い、

所掌する事項は別に定める。 
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（事務局） 

第２７条 本会に、事務を処理するため、事務局を置く。 

２ 事務局は、次の事項を行う。 

(1) 会議の資料の作成に関すること。

(2) 会議の議事録の作成に関すること。

(3) 会計事務に伴う事項に関すること。

(4) 茅ヶ崎市や関係団体等との連絡調整に関すること。

(5) その他本会の運営に必要な事項に関すること。

（事業及び会計年度） 

第２８条 本会の事業及び会計年度は、毎年４月１日より翌年３月３１日とする。 

（経費） 

第２９条 本会の経費は、補助金及びその他の収入をもってあてる。 

（住民等からの意見等の取り扱い） 

第３０条 会議で出された意見等の他、地区の住民及び各種団体から寄せられた意見等は、事務局が取

りまとめ、役員会及び運営委員会に報告する。 

（必要事項） 

第３１条 その他、本会の運営について必要な事項は別に定める。 

附 則 

この規約は、平成２８年３月２７日から施行する。 

 この規約は、海岸地区コミュニティセンター管理委員会の組織組み入れに伴い、令和２年９月１９日

の臨時総会の議決に基づき、令和３年４月１日から施行する。 

この規約は、令和４年４月２３日の定期総会の議決に基づき、令和４年４月２３日から施行する。 
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海岸地区まちぢから協議会 部会規程 

（趣旨） 

第１条 この規程は、海岸地区まちぢから協議会規約第２５条第２項の規定により、海岸地区

まちぢから協議会の部会名及び所掌する事項等に関し必要な事項を定めるものとする。 

（部会及びグループの設置） 

第２条 海岸地区まちぢから協議会に設置する部会は、次のとおりとする。 

また、必要に応じて部会内にグループを設置し、互選によりグループリーダーを置く。 

（１）広報部会

ホームページグループ

広報紙グループ

掲示板グループ

（２）防災安全部会

防災安全グループ

ペット避難グループ 

（３）イベント企画部会

市民集会グループ

賀詞交歓会グループ 

梅まつりグループ 

盆踊りグループ 

サマースペース海岸グループ

(部会の所掌する事項) 

第３条 前条に規定した部会の所掌する事項及び具体的な取り組み内容は、次のとおりとする。 

（１）広報部会

イ ホームページに関すること

ロ 広報紙等に関すること

ハ 掲示板設置に関すること

ニ その他、運営委員会等で当該部会での検討を決定した案件等に関すること

（２）防災安全部会

イ 防災訓練の実施に関すること

ロ 安全・安心な暮らしに関すること

ハ その他、運営委員会等で当該部会での検討を決定した案件等に関すること

（３）イベント企画部会 

イ 市民集会、賀詞交歓会、梅まつり、盆踊り、サマースペース海岸等、海岸地区まちぢから

協議会が主催・共催するイベントに関すること

ロ その他、運営委員会等で当該部会での検討を決定した案件等に関すること

附 則 

・この規程は、平成２９年６月２４日から施行する。

・この規程は、平成３０年６月２３日に一部改正し直ちに施行する。

・この規程は、令和５年１２月２３日に一部改正し直ちに施行する。

・この規程は、令和７年４月１９日に一部改正し直ちに施行する。
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２０２5年3月31日現在

住　　所 電　　話

所　　属

東海岸北二丁目自治会

東海岸南一丁目自治会

海岸地区民生委員児童委員協議会

推薦委員

東海岸小学校区青少年育成推進協議会

東海岸北四丁目自治会

海岸地区コミュニティセンター運営委員会

ボランティアセンター海岸

東海岸北一丁目自治会

東海岸北三丁目自治会

東海岸北五丁目自治会

東海岸南二丁目自治会

東海岸南三丁目自治会

東海岸南四丁目自治会

東海岸南五丁目自治会

東海岸南六丁目自治会

パシフィックガーデン茅ヶ崎自治会

茅ヶ崎小学校区青少年育成推進協議会

地域包括支援センターあい

海岸地区体育振興会

公募委員

公募委員

推薦委員

茅ヶ崎1-1-1 81-7126
茅ヶ崎市役所市民自治推進課

22 担当職員 清水　大空
shiminjichi@city.chigasaki.kanagawa.jp

〃

12

〃 島田　渡

21 和田　智弘

20 〃 阿部　ちづる

15 〃 小林　正尚

16 〃 原　京子

14

7 監事 山本　俊夫

11 〃 真野　宗直

13

〃 中村　嘉人

〃 西村　和明

6
監事

コミセン会長 佐藤　良一

4 書記 今泉　勲

5 会計 渡辺　末一

海岸地区まちぢから協議会　運営委員名簿

（注）本名簿は個人情報保護に十分留意して取り扱うこと。

役　職 氏　　名
E-mail Adress

3 副会長 山田　秀砂

1 会長 林　正明

2 副会長 丸山　泰

10 〃 土田　衛

8 委員 米井　博之

9 〃 大関　路将

19 〃 川上　千春

17 〃 町田　奈津美

18 〃 加藤　大嗣
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前年度の活動報告書及び収支決算書 

令和６年度事業報告承認の件 

１ 会議等の実施 

（１）総会、運営委員会、役員会 

実施日 会議の名称 主な内容等 

令和 6年 4月 4日 4月役員会 (1)定期総会について

20日 定期総会 (1)議案第 1号 令和 5年度事業報告について

(2)議案第 2号 令和 5年度収支決算について

(3)議案第 3号 役員の選任（案）について

(4)議案第 4号 令和 6年度事業計画（案）について

(5)議案第 5号 令和 6年度収支予算（案）について

20日 4月運営委員会 (1)「自治会役員名簿・加入世帯数」提出

(2)「2024年度海岸地区まちぢから協議会主要日程」の

主要日程」の修正版配布 

(3)委員の選任について

(4)部会・グループの見直しについて

(5)部会報告・団体報告

(6)その他情報交換

5月 16日 5月役員会 (1)運営委員会の議案検討

18日 5月運営委員会 (1)推薦委員選任について

(2)収支会計項目変更について

(3)副部会長廃止について

(4)部会・グループの見直しについて

(5)部会報告・団体報告

(6)その他情報交換

(7)まちぢから協議会連絡会に関する報告事項

6月 20日 6月役員会 (1)運営委員会の議案検討

22日 6月運営委員会 (1)行政からの報告

①ごみ収集方式のあり方について

(2)茅ヶ崎市まちぢから協議会情報交換会について

(3)部会組織名簿の確認について

(4)救命講習会の実施について

(5)部会報告・団体報告

(6)その他情報交換

(7)まちぢから協議会連絡会に関する報告事項

7月 18日 7月役員会 (1)運営委員会の議案検討

20日 7月運営委員会 (1)海岸地区まちぢから協議会運営、体制について

(2)海岸地区まちぢから協議会の周知方法について

(3)部会報告・各団体報告

(4)その他情報交換

(5)まちぢから協議会連絡会に関する報告事項

8月 22日 8月役員会（中止） 

24日 8月運営委員会（中止）  
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実施日 会議の名称 主な内容等 

9月 19日 9月役員会 (1)運営委員会の議案検討

21日 9月運営委員会 (1)10月 5日開催の市民集会準備及び運営について

(2)10月 19日開催の防災訓練について

(3)海岸地区活性化に向けた地方商店街等との連携・協

力体制について 

(4)部会報告・各団体報告

(5)その他情報交換

(6)まちぢから協議会連絡会に関する報告事項

10月 24日 10月役員会 (1)運営委員会の議案検討

26日 10月運営委員会 (1)イベント情報等周知に伴うホームページ活用及び広

報部会員増員について 

(2)「田中映伍選手を応援する会」を後援する件につい

て 

(3)市民集会及び防災訓練報告

(4)11月運営委員会日時変更について

(5)部会報告・団体報告

(6)その他情報交換

(7)まちぢから協議会連絡会に関する報告事項

11月 21日 11月役員会 (1)運営委員会の議案検討

23日 11月運営委員会 (1)ホームページグループリーダー交代について

(2)2025年賀詞交歓会時間変更について

(3)部会報告・団体報告

(4)その他情報交換

(5)まちぢから協議会連絡会に関する報告事項

12月 19日 12月役員会 (1)運営委員会の議案検討

21日 12月運営委員会 (1)11 月 30 日開催のまちぢから協議会連絡会主催研修

会について

(2)1月 11日開催の賀詞交歓会について

(3)部会報告・団体報告

(4)その他情報交換

(5)まちぢから協議会連絡会に関する報告事項

令和 7年 1月 23日 1月役員会 (1)運営委員会の議案検討

25日 1月運営委員会 (1)行政より説明会

①個別避難計画作成の取組みについて

②津波災害警戒区域の指定と今後の取組みについて

(2)2月 11日開催の梅まつりについて

(3)部会報告・各団体報告

(4)その他情報交換

(5)まちぢから協議会連絡会に関する報告事項

2月 20日 2月役員会 (1)運営委員会の議案検討

22日 2月運営委員会 (1)行政より説明会

①地域包括支援センターの役割（機能）について

②認知症施策推進（チームオレンジ）について

(2)公募委員選定について
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実施日 会議の名称 主な内容等 

(3)まちぢから協議会会報誌 NO.11発行について

(4)部会報告・団体報告

(5)その他情報交換

(6)まちぢから協議会連絡会に関する報告事項

3月 20日 3月役員会 (1)運営委員会の議案検討

22日 3月運営委員会 (1)2025年度定期総会について

(2)自治会加入世帯数・役員資料提出依頼

(3)自治会以外の団体代表者の変更等について

(4)部会報告・各団体報告

(5)まちぢから協議会連絡会に関する報告事項

（２）広報部会（広報紙グループ） 

実施日 会議の名称 主な内容等 

令和 6年 5月 18日 第 1回グループ会議 第 12号企画検討 

6月 26日 第 2回グループ会議 第 12号納入・配布 

9月 18日 第 3回グループ会議 第 13号企画検討 

12月 24日 第 4回グループ会議 第 13号納入・配布 

令和 7年 1月 24日 新メンバー初会議 次年度方針検討 

2月 18日 グループ会議 次年度方針決定 

＊企画案等の詳細検討については、会議によらずメール等により、意見の交換を実施 

（３）防災安全部会 

実施日 会議の名称 主な内容等 

令和 6年 7月 20日 第 1回防災安全部会 合同防災訓練開催について 

9月 8日 第 2回防災安全部会 合同防災訓練開催について 

9月 16日 第 3回防災安全部会 合同防災訓練開催について 

10月 13日 第 4回防災安全部会 合同防災訓練説明会 

10月 18日 第 5回防災安全部会 合同防災訓練最終説明会 

10月 19日 合同防災訓練開催 

11月 23日 第 6回防災安全部会 行政関係者も含めた合同防災訓練反省会 

＊企画案等の詳細検討については、会議によらずメール等により、意見の交換を実施 

（４）イベント企画部会（市民集会グループ） 

実施日 会議の名称 主な内容等 

令和 6年 5月 16日 第 1回会議（役員会） タイムテーブル検討、テーマの検討

5月 18日 5月運営委員会 テーマの決定、質問の募集方法を決定

6月 20日 第 2回会議（役員会） 市民集会実施要領、集会までの準備スケジュール決定 

7月 1日 開催案内・事前質問公募回覧チラシの配付 

7月 20日 7月運営委員会 運営委員に事前質問を依頼 

8月 10日 第 3回会議 要望書提出に向けた編集作業 

9月 1日 開催案内ポスター掲示 

9月 2日 事前質問を市（市民自治推進課）へ提出 

10月 2日 市民集会資料（パワポ、配付資料）作成 

10月 5日 市民集会 体験学習センターうみかぜテラスにて開催 
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実施日 会議の名称 主な内容等 

11月 13日 リモート（メール） 市からの回答（議事録）を確認 

12月 2日 リモート（メール） 海岸地区住民に向けた市民集会報告書の編集確認 

12月 12日 海岸地区住民に向けた市民集会報告書の印刷発注 

12月 18日 海岸地区住民に向けた市民集会報告書の配付 

（５）イベント企画部会（梅まつりグループ） 

実施日 会議の名称 主な内容等 

令和 6年 11月 19日 第 1回グループ会議 令和 7年梅まつり開催案の検討 

12月 19日 第 2回グループ会議 令和 7年梅まつり準備状況確認 

令和 7年 1月 12日 第 1回実行委員会 令和 7年梅まつり実施要領の説明、質疑 

1月 26日 第 2回実行委員会 令和 7年梅まつり実施要領改訂版の説明、質疑 

2月 11日 令和 7年梅まつり開催 

2月 15日 第 3回実行委員会 反省事項質疑 

（６）イベント企画部会（盆踊りグループ） 

実施日 会議の名称 主な内容等 

令和 6年 5月 25日 第 1回グループ会議 盆踊り実施問題点の検討 

6月 9日 第 2回グループ会議 盆踊り機材調達・設営方法の検討 

6月 26日 第 3回グループ会議 盆踊り実行計画説明 

7月 15日 第 4回グループ会議 盆踊り開催近隣対策検討 

7月 28日 第 1回実行委員会 盆踊り実行計画確認 

8月 5日 盆踊り練習会 

8月 10日 第 2回実行委員会 盆踊り実行計画周知 

8月 12日 盆踊り練習会 

8月 18日 盆踊り開催 

8月 25日 反省会 

（７）イベント企画部会（賀詞交歓会グループ） 

実施日 会議の名称 主な内容等 

令和 6年 11月 23日 第 1回賀詞交歓会部会 来賓招待者、海岸地区参加者のすり合わせ 

12月 1日 来賓招待者挨拶回り 来賓招待者案内状持参 

令和 7年 12月 21日 第 2回賀詞交歓会部会 開催案詳細検討 

1月 6日 第 3回賀詞交歓会部会 参加者確認と準備詳細検討 

1月 11日 賀詞交歓会開催 
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２ 事業の実施 

実施日 区分 事業名 内容・実施体制・参加者数 

令和 6年 8月 18日 主催 海岸地区盆踊り 別記載 

10月 5日 主催 市民集会 別記載 

10月 19日 主催 海岸地区防災訓練 別記載 

令和 7年 2月 11日 共催 梅まつり 別記載 

通年 主催 感震ブレーカー設置事業 別記載 

●盆踊り

例年同様、東海岸小学校校庭にて開催し、約 2,000名の来場者数となり、大いに賑わった。前回

の課題をもとに、場内整理班の人員を３倍に増員し、飲食スペースを拡大するなど、場内が混雑し

ないよう工夫して実施した。これにより、来場者が混雑することなく、より快適に楽しんでいただ

くことができた。 

催し物としては、来場者へのうちわ無料配布（2,000枚）、子どもたちへのアイスキャンディー無

料配布（1,000本）、菱沼祭囃子保存会による演奏を実施した。売店としては、当協議会委員等によ

る焼きそば、焼き鳥、フランクフルト、かき氷、ポップコーン、飲み物等を販売した。また、今年

度については、地域活性化を目的に地域商店の出店も依頼した。どちらの模擬店も予想を超える来

場者数であったため、売り切れが続出した。 

来年度は、さらに多くの来場者数を想定し、模擬店数の増加や、販売個数の増数などを検討しな

がら準備を進めていきたい。 

●市民集会

参加者 66名（一般住民 34名、まちぢから協議会 13名、市・県議会議員 6名、行政 13名） 

今回は、議論を深めるため、テーマを「災害時に備えての海岸地区の避難所問題」に絞り、公募

した事前質問に対する行政からの回答をもとに意見交換を行った。 

【事前質問】 

１．「一時避難場所」の周知広報について 

２．地震発生後、津波注意警報・警報が発令された場合の対応について 

（１）津波発生に対する安全避難について 

（２）高齢者の避難行動要支援者が在宅の場合 

（３）防災無線の増設要望 

３．災害時保健福祉専門職ボランティアの活動について 

４．ラチエン通りの「災害時道路閉塞確立の改善」について 

５．避難所におけるペット問題について 

●海岸地区合同防災訓練

参加者約 265名。（一般住民 178名、自主防災組織 60名、教職員 7名・配備職員 8名・防災対

策課職員 6名、市職員 3名、その他 3名）

今回は、これまでの避難所開設訓練の経験を活かし、初めて地域住民の方々に避難者として参加

していただく形で、東海岸小学校にて開催した。海岸地区では、避難所運営人員の高齢化が進み、

新たな人員の育成が急務となっている。そのため、今回の訓練では、多くの地域住民に参加してい

ただくことを目的に、防災に係る体験イベントを 10種類実施した。

主な内容としては、避難所開設運営訓練を実施するとともに、車椅子体験、車中泊展示、防災食

アイデアコンテストなど、子どもから大人までが参加しやすい形で実施した。

また、海岸地区は、ペット所有世帯が多いことから、ペットの同行避難・同伴避難を合わせて実

施し、ペット所有世帯とそうでない世帯の避難所での共存生活について課題を抽出することができ
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た。 

訓練に参加された地域住民については、避難する際に何が必要なのかなど気づきにつながってお

り、有意義な時間となっていた。今後についても、地域課題である避難所運営委員の増員につなが

るよう様々な工夫を凝らして実施していきたい。 

●梅まつり

例年同様に、茅ヶ崎南地区まちぢから協議会との共催事業として開催した。 

催し物としては、甘酒の無料配布（1,500 名分）をはじめ、お茶席（有料 200 名分）、中海岸太

鼓の会・甚句の会による演奏を実施した。模擬店としては、焼きそば、焼き鳥、焼き芋、フランク

フルト、綿菓子、ポップコーン、とん汁、たこ焼きを販売し地元からは野菜、低農薬米、和菓子、

クッキー、陶器雑貨販売などの出店があった。昨年とは異なり、気温も暖かく晴天であったため、

多くの来場があり、甘酒の無料配布のテントには長蛇の列ができるなど、短時間で売り切れが続出

した。 

●感震ブレーカー設置事業

大規模地震時の通電火災対策として、まちぢから協議会が中心となって地区内の自治会で 29 年

度より感震ブレーカーの設置作業を行っている。現在、海岸地区全世帯に対する普及率は、約５０％

となっている。 

●広報活動事業

概 要 海岸地区まちぢから協議会の活動を地域住民に周知した。 

実 施 海岸まちぢから 12号（令和 6年 7月 1日発行 9,000部印刷 全戸配布） 

海岸まちぢから 13号（令和 7年 1月 1日発行 9,000部印刷 全戸配布） 

海岸まちぢから市民集会特別号（令和 7年 1月 1日発行 8,500部印刷 全戸配布） 
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予算額 決算額 内　訳

1,298,600 1,309,400

運営等助成金　250,000円
うみかぜテラス施設使用料補助  180,000円
特定事業助成金（広報紙発行事業）　237,600円
特定事業助成金（海岸地区盆踊り）　550,000円
防災訓練補助金　91,800円

385,768 385,768
盆踊り協賛金繰越金　344,167円
令和５年度繰越金　41,601円

326,000 105,224

盆踊り自治会連合会分担金　26,457円
梅まつり自治会連合会分担金　21,859円
茅ヶ崎南地区梅まつり分担金　4,580円
その他自治会連合会分担金　52,328円

1,588,000 1,969,300

賀詞交歓会会費　168,000円
梅まつり売り上げ・協賛金・お祝い金　394,360円
盆踊り売り上げ　527,930円
イベント協賛金　810,010円
総会後懇親会（会費3,000円）　69,000円

0 10,241 利息等

3,598,368 3,779,933

支出の部

予算額 決算額 内　訳

　【本部】 2,570,385 2,510,388

　事務費 57,000 134,818 消耗品、印刷費等

　会議費 27,000 18,665 レジュメ代

　広報啓発費 97,000 93,954
市民集会報告書　81,613円
ポスター・チラシ発行　12,341円

　事業費 2,356,385 2,232,951

盆踊り　1,415,285円
地区防災訓練　122,521円+補助金対象外経費　8,251円
賀詞交歓会　167,512円
梅まつり　422,181円
広報掲示板保険(振込手数料含む)　5,385円
総会後懇親会　71,857円
市民集会雑費　19,959円

　負担金 33,000 30,000
茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会負担金　10,000円
茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会費　10,000円
新春凧揚げ大会協賛金　10,000円

　返還金 0 0

　【3部会】 0 0 部会活動は、本部費で計上

小　計 2,570,385 2,510,388

　使用料 180,000 127,130 施設使用料　等

　市への返還金 52,870

小　計 180,000 180,000

　物品費 310,000 261,781
海岸地区まちぢから協議会うちわ作成費（2,000枚）
消耗品費、その他

　委託費 198,000 258,500 電飾装置配線等委託

　印刷製本費 30,000 31,163 ポスター、回覧チラシ、その他

　予備費 12,000 0

　市への返還金 0 0

小　計 550,000 551,444

　委託料 237,600 237,600
印刷校正委託（仕分け作業含む）
9,000部×２回

　予備費 0 0

　市への返還金 0 0

小　計 237,600 237,600

0 300,501 イベント協賛金繰越金

60,383 0

3,598,368 3,779,933

施
設
使
用
料

う
み
か
ぜ

テ
ラ
ス

令和6年度　海岸地区まちぢから協議会収支決算

収入の部

項　目

　補助金

　繰越金

　分担金

　その他
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16



当該年度の活動計画書及び収支予算書 

令和７年度事業計画 

海岸地区まちぢから協議会の規約に基づく目的を達成するために次の取り組みを実施する。 

１ 課題把握 

  各団体や住民が抱えている課題や取り組みなど、地域に関する様々な情報の把握・共有を行い、各分

野・各部会とともに、課題を整理し、調査・研究を行い、課題解決までの方法等について検討を行う。 

２ 課題解決 

  把握した課題を協議する中で、各団体や地域住民及び行政と協働による課題解決に取り組む。 

３ 事業等の実施 

  表１及び表２のとおり、継続した事業を実施する。 

４ 地域集会施設の指定管理 

  海岸地区まちぢから協議会が、活動の拠点である地域集会施設の管理委員会と連携することによって、

より良い地域活動の推進を目指す。 

【表１】 

事業項目 実施予定日 内 容 

１ 
海岸地区まちぢから

協議会の運営に関す

ること 

通年 

○海岸地区まちぢから協議会の目的を達成するための事業等

について、役員会・運営委員会等で随時協議していく。

○総会、役員会、運営委員会の開催のほか運営に関する事務

２ 広報活動の強化 通年 
○ホームページの運営、広報紙発行（6 月、9 月、12月、3 月

予定）及び掲示板の維持管理・活用に関する協議をしていく。 

【表２】 

事業項目 実施予定日 内 容 

１ 
海岸地区感震ブレー

カー設置事業
通年 

○大規模地震時の通電火災対策のため、各自治会が実施してい

る啓発及び新規設置等に関する必要な支援を実施する。

２ サマースペース海岸
7月 23日(水) 

～8月 29日(金) 

○イベント部会に「サマースペース海岸グループ」を設けて、

プロジェクトの実行計画を策定し運営に当たる。

３ 盆踊りの開催 8月 17日(日) 

○地域住民の連帯感を高め、地震などの災害時に自助・共助の

力を発揮するため盆踊りを検討、まちぢから協議会から実行

委員会を組織し、開催する。

４ 海岸地区市民集会 10月 4日(土) 
○地区住民が感じている茅ヶ崎市の課題等について、行政と協

議することを目的に開催する。

５ 海岸地区防災訓練 10月 18日(土) ○実行委員会を設け、運営方法を協議していく。

６ 海岸地区賀詞交歓会 
令和 8年 

1月 10日(土) 
○実行委員会を設け、実施計画を協議していく。

７ 梅まつり 
令和 8年 

2月 11日(水) 

○実行委員会を設け、茅ヶ崎南地区まちぢから協議会との共催

をより積極的に実行計画を協議していく。
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前年度
決算額

予算額 内　訳

1,309,400 2,042,000

運営等助成金　250,000円
うみかぜテラス施設使用料補助  180,000円
特定事業助成金（広報紙発行事業）　350,000円
特定事業助成金（海岸地区盆踊り)　660,000円
特定事業助成金（サマースペース海岸)　390,000円
特定事業助成金（海岸地区防災マニュアル改訂事業)　120,000円
防災訓練補助金　92,000円（R6年度実績：91,800円）

385,768 300,501 イベント協賛金繰越金　300,501円

105,224 130,000 自治会連合会分担金　120,000円
茅ヶ崎南地区梅まつり分担金　10,000円（R6年度実績：4,580円）

1,969,300 1,999,000

賀詞交歓会費　170,000円（R6年度実績：168,000円）
梅まつり売り上げ・協賛金・お祝い金 400,000円（R6年度実績：394,360円）
盆踊り売り上げ　530,000円（R6年度実績：527,930円）
イベント協賛金　830,000円（R6年度実績：810,010円）
総会後懇親会（会費3,000円）　69,000円（R6年度実績：69,000円）

10,241 0 利息等

3,779,933 4,471,501

支出の部

前年度
決算額

予算額 内　訳

　【本部】 2,510,388 2,531,000

　事務費 134,818 135,000 消耗品、印刷費等

　会議費 18,665 20,000 レジュメ代

　広報啓発費 93,954 20,000 ポスター・チラシ発行

　事業費 2,232,951 2,326,000

盆踊り　1,420,000円（R6年度実績：1,415,285円）
防災関連費　200,000円（R6年度実績：122,521円+補助金対象外経費　8,251円）
賀詞交歓会　170,000円（R6年度実績：167,512円）
梅まつり　430,000円（R6年度実績：422,181円）
広報掲示板保険　6,000円（R6年度実績：5,385円）
総会後懇親会　80,000円（R6年度実績：71,857円）
市民集会雑費　20,000円（R6年度実績：19,959円）

　返還金 0 0

　【3部会】 0 0 部会活動は、本部費で計上

小　計 2,510,388 2,531,000

　使用料 127,130 180,000 施設使用料　等

　市への返還金 52,870 0

小　計 180,000 180,000

　物品費 261,781 360,000
海岸地区まちぢから協議会うちわ作成（2,000枚）
海岸地区まちぢから協議会提燈作成（20個）
消耗品費、その他

　委託費 258,500 220,000 電飾装置配線等委託（会場配線（照明）、架設費（電工費）、申請代行）

　印刷製本費 31,163 20,000 ポスター、回覧チラシ、その他

　予備費 0 60,000

　市への返還金 0 0

小　計 551,444 660,000

　印刷費 237,600 321,516

●地区広報紙発行（年４回）
印刷校正委託（仕分け作業含む）　9,000部×４回
●市民集会特集号発行
印刷校正委託（仕分け作業含む）　9,000部×１回

　予備費 0 28,484

　市への返還金 0 0

小　計 237,600 350,000

　事業費 0 70,000 イベント材料費　等

　消耗品費 0 30,000 救急用薬購入費、玩具購入費　等

　謝礼 0 110,000 イベント謝礼金、ボランティア謝礼

　保険料 0 40,000 参加児童・スタッフのボランティア行事用保険

　事務費 0 20,000 会議資料印刷費、郵送費　等

　印刷製本費 0 20,000 回覧チラシ、参加証、ボランティア証作成費　等

　会場費 0 70,000 うみかぜテラス使用料、備品使用料　等

　予備費 0 30,000

　市への返還金 0 0

小　計 0 390,000

　印刷費 0 41,163 マニュアル印刷（700部）

　謝礼 0 40,000 講師謝礼（4回）

　事務費 0 30,000 会議資料印刷費、アンケート調査費　等

　予備費 0 8,837

　市への返還金 0 0

小　計 0 120,000

300,501 0

0 240,501

3,779,933 4,471,501

繰越金

予備費

合　　計
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30,000 30,000
茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会負担金　10,000円
茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会懇親会費　10,000円
新春凧揚げ大会協賛金　10,000円
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項　目

運
営
費

　事業収入

　繰越金

令和７年度　海岸地区まちぢから協議会収支予算

収入の部

項　目

　補助金
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特定事業の概要（海岸地区・海岸地区まちぢから協議会広報紙発行事業）

 広報紙による海岸地区まちぢから協議会の活動内容について、情報発信を積極的に行い、協議会活動

を知り、興味・関心をもってもらうことが重要であるため、本事業の継続的な実施に至っている。 

積極的な活動を行っているものの、まだまだ地区住民のまちぢから協議会に対して認知が十分ではな

く、今後の事業展開を進めるうえで、新たな担い手の発掘や意見を求めながら協議会認知度の向上を図

る必要がある。 

また、自治会未加入者への情報提供が不十分であることも課題となっているため、地区内の公共施設、

自治会館等に配架することによって施設利用者をはじめ様々な住民への周知に努めている。 

（１）事業の概要 

◆事業概要

海岸地区まちぢから協議会広報紙発行事業

協議会の活動内容及び新たな担い手の募集を掲載した広報紙を地区内全戸に配布。

◆事業の内容

【実施主体】 海岸地区まちぢから協議会 

【企画・編集】 広報部会（部長１名 部会員６名） 

【印刷・校正】 委託 

【配布・回覧】 地区住民への全戸配布、公共施設等への配架等 

地区のホームページに掲載 

（２）事業のねらい 

協議会の活動紹介、地区情報を提供する広報紙を発行し地区全世帯に配布することで、自治会未加

入者も含め地区住民すべてが自地区についての情報を得ることを目的とする。 

広報紙の発行による効果については、組織の透明性や、活動の民主性を高めることができ、協議会

からさまざまな情報を発信することで、少しでも地域活動に興味・関心を持つ人が増え、事業や部会

に参加して、地域活動の推進につながることを期待できる。 

（３）令和６年度実績 

印刷部数 ９，０００部で地区内１２自治会内に全戸配布 

※予備含む市役所及びコミセン、自治会館に配架
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特定事業実施報告書（海岸地区・広報紙発行事業）  

事
業
の
実
施
内
容

活動内容 

地区住民が自地区についての情報を得て、関心を持ち、当事者として行動する

ことを期待し、海岸地区まちぢから協議会の活動紹介、地区情報を提供する広報

紙を発行し地区全世帯に配布すること。 

活動期間 令和６年６月１日～令和７年３月３１日 

実施体制 広報部会広報紙グループ 周知方法 
全戸配布及びコミセン、市役所

に配架。地区 HPに掲載。 

参加者数 

広報部会広報紙グループ

（グループ長１名 グルー

プ員６名） 

実施日 

通年 

発行日：令和６年７月 

令和７年１月 

事業の目的や効果は達

成できましたか 

 本事業では、全戸配布を実施することで、非自治会員にも協議会の存在や活動

を広く周知することができた。 

事業を計画的に実施す

ることができましたか 

 編集会議等については、メール等を活用しながら調整を進めることで、充実し

た内容の広報紙を令和６年７月１日（第１２号）と令和７年１月１日（第１３号）

に発行することができた。 

予算計画や予算配分は

適正でしたか 
概ね予算の範囲内で実施できた。 

事業の対象者となる地

域住民の意見聴取に努

めましたか 

 協議会の活動や情報を周知するだけでなく、新たな担い手となる部会員を募

集する記事や、メールアドレス掲載による開かれた組織の PR、参画しているメ

ンバーの知り合いを通じた本事業についての意見聴取等、多角度からの意見聴

取に努めた。 

一緒に活動するメンバ

ーはやりがいを感じて

いましたか 

部会員の中には、子育ての合間を縫って親子で参加しており、忙しい中でも自

身の役割を全うするために活動を行うことができた。 

事業の実施によって地

域コミュニティの醸成

や新たな担い手の発掘

につながりましたか 

 掲載した内容について感想を頂戴する等、確実に協議会の認知度は上がって

きていると体感している。協議会への入口こそ様々だが、まずは認識して頂くこ

とが、地域コミュニティ醸成へと繋がっていくと考えている。 

課題と今後の展望につ

いて 

今後も内容を精査しながら、様々な事業を掲載し、まちぢから協議会の活動の

周知につなげていきたい。 
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収支決算書 

収入 

支出 

 科 目 予算額  決算額  内 訳 

補助金 237,600 237,600 認定コミュニティ特定事業助成金 

負担金 0 0  

計 237,600 237,600  

 科 目 予算額 決算額  内 訳 

委託料 237,600 237,600 

印刷・校正委託（仕分け作業含む） 

9,000部×2回 

第12号：9,000部（全戸配布） 

第13号：9,000部（全戸配布） 

計 237,600 237,600  
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特定事業の概要（海岸地区：海岸地区盆踊り） 

 老若男女を問わず海岸地区住民が一堂に会して交流できる事業として、「海岸地区盆踊り」を実施す

ることで、住民相互のコミュニケーションを図り、海岸地区の文化を継承する機会の場とするとともに、

活動を通じて海岸地区まちぢから協議会の活動を住民に周知することで、地域活動における新たな担い

手を発掘する。また、地元商店と連携することで、地域の活性化にもつなげる。 

（１）事業の概要 

◆事業概要

海岸地区盆踊り 

 海岸地区まちぢから協議会の提灯やのぼり旗等を作成し、各事業の開催時に設置し活動の周知・

啓発を行う。各事業の開催チラシ等を作成し、回覧、掲示板等で情報発信を行う。 

各自治会の模擬店のみならず、地元商店にも出店してもらい、地域の活性化につなげる。 

◆事業の内容

【実施主体】 

海岸地区まちぢから協議会 

【企画・運営】 

イベント企画部会 盆踊りグループ

（２）事業のねらい 

ア 地区内の自治会による模擬店のみならず、地元商店にも出店してもらうことで、より多くの地

区住民の参加が見込まれ、海岸地区まちぢから協議会のさらなる認知度向上につながる。 

イ 地元商店と連携することで、地域活性化にもつながる。

ウ 海岸地区まちぢから協議会の周知を行うことで、新たな担い手の創出につながる。

エ 本事業を通じて多くの地区住民に協議会の活動を周知し、担い手不足が解消され、地域に愛さ

れた既存事業が、今後も継続されていくことで、「地域愛・茅ヶ崎愛」が育まれることが期待で

きる。また、海岸地区が一丸となり、各事業を実施することにより、地域活動に興味をもっても

らうことや、まちづくりにおける住民参加のきっかけ及び地域の連帯感を醸成することができる。 

オ 各事業を継続することで、積極的な世代間の交流がなされることが期待できる。

（３）令和６年度実績 

 令和６年度については、菱沼祭囃子保存会による演奏や、各地域団体による模擬店の出店のみなら

ず、地元活性化を目的に地元商店にも出店していただき、大いに賑わった。当日は、当協議会の名前

の入った提灯やのぼり旗の設置、うちわを配布することで、より多くの方に当協議会の活動の周知を

行うことができた。また、まつりの準備などを通じて、当協議会の運営委員のみならず、様々な地域

の方々が交流することができ、新たな担い手発掘のきっかけにもなった。 

ア 盆踊り

開催日：令和６年８月１８日（日） 

来場者：約２，０００名 
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特定事業実施報告書（海岸地区盆踊り） 

事
業
の
実
施
内
容

活動内容 

老若男女を問わず海岸地区住民が一堂に会して交流できる事業として、「海岸

地区盆踊り」を実施することで、住民相互のコミュニケーションを図り、海岸地

区の文化を継承する機会の場とするとともに、活動を通じて海岸地区まちぢか

ら協議会の活動を住民に周知することで、地域活動における新たな担い手を発

掘する。また、地元商店と連携することで、地域の活性化にもつなげる。 

活動期間 令和６年７月１日～令和７年３月３１日 

実施体制 海岸地区まちぢから協議会 周知方法 

海岸地区まちぢから協議会の

定例会等で情報共有をするとと

もに、まちぢから協議会が発行

する広報紙等により地域住民に

周知した。 

参加者数 約２,０００名 実施日 令和６年８月１８日（日） 

事業の目的や効果は達

成できましたか 

令和６年度については、菱沼祭囃子保存会による演奏や、各地域団体による模

擬店の出店のみならず、地元活性化を目的に地元商店にも出店していただき、大

いに賑わった。当日は、当協議会の名前の入った提灯やのぼり旗の設置、うちわ

を配布することで、より多くの方に当協議会の活動の周知を行うことができた。

また、まつりの準備などを通じて、当協議会の運営委員のみならず、様々な地域

の方々が交流することができ、新たな担い手発掘のきっかけにもなった。 

事業を計画的に実施す

ることができましたか 

開催に当たってのグループ会議や、会場設営などを含めて、計画どおり実施す

ることができた。 

予算計画や予算配分は

適正でしたか 
物価高騰等の影響はあったものの、予算の範囲内で実施することができた。 

事業の対象者となる地

域住民の意見聴取に努

めましたか 

事業開始前に事業についての意見を募った。８月２５日に盆踊り反省会を行

い、今後について意見交換を実施した。 

一緒に活動するメンバ

ーはやりがいを感じて

いましたか 

携わったメンバーは、例年、約２，０００名の来場者がある本事業をより良く

するため、昨年度の反省点を踏まえながら、工夫を凝らした事業実施を検討する

など、やりがいを持って活動することができた。 

事業の実施によって地

域コミュニティの醸成

や新たな担い手の発掘

につながりましたか 

会場内に当協議会の名前が入った提灯やのぼり旗の設置、うちわの配布を行

うことで、多くの方にまちぢから協議会の活動を周知することができた。会場設

営においては、若い世代の方々の参加も多く、若い世代とのコミュニティの醸成

にも繋がった。 

また、盆踊りの練習会を開催し、踊り方を継承する中で、様々な世代間交流が

生まれ、新たな担い手の発掘のきっかけに繋げることができた。 

課題と今後の展望につ

いて 

直近２年間において、約２，０００名の来場者となっており、開催スペースの

拡大が課題となっている。これに当たっては、櫓や模擬店等の設置場所の検討を

行う必要がある。令和７年度については、小学校のエアコン設置工事も計画され

ているため、開催場所の調整が必要となっている。 
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収支決算書 

収入 

科  目 予 算 額 決 算 額 内  訳 

補助金 550,000 550,000 市より（特定事業助成金） 

1,444 まちぢから協議会負担金 

計 550,000 551,444 

支出 

科  目 予 算 額 決 算 額 内  訳 

物品費 310,000 250,000 〇海岸地区まちぢから協議会うちわ作成 

〇消耗品費、その他 

委託費 198,000 258,500 〇電飾装置配線等委託 

・会場配線（照明）、架設費（電工費）、申請

代行費 

印刷製本費 30,000 42,944 ポスター、回覧チラシ、その他 

予備費 12,000 0 ※10％未満

計 550,000 551,444 
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